
平
成
三
十
年
「
花
の
ま
わ
り
み
ち
」 

 
  
 
 

                         
 
 
 
 
 
 
 

 

 

川川
柳柳
入入
選選
句句   

 
 
 
 
 

              
 
 
 
 
 
 
 

小
島 

蘭
幸 

 

選 

 

天
地
人
・
秀
逸 

  

「
天
位
」 忖

度
を
し
な
い
桜
は
散
っ
て
い
た           

  
 

山
下 

宅
夫(

天
平) 

 
 
 
 
 

  

（
評
）
自
然
の
ま
ま
に
咲
い
て
散
る
桜
は
、
人
間
の
都
合
を
推
し
量
る
こ
と
な
ん
て
し
な 

い
の
で
す
。
自
然
の
ま
ま
が
い
い
の
で
す
。 

  

「
地
位
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

あ
の
世
に
も
届
け
た
く
な
る
福
禄
寿 

 
 
 
 
 

    
 
 

山 

本 
 
 

彰 
 

 
 
 

   

（
評
）
花
の
ま
わ
り
み
ち
に
は
、
故
人
と
の
思
い
出
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
花
、
福
禄 

 
 
 
 
 
 
 

寿
、
天
国
か
ら
見
え
ま
す
か
。 

  

「
人
位
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

花
万
朶

は
な
ば
ん
だ

髪
を
遊
ば
す
風
の
あ
り 

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
津 

訓
子(

訓
子) 

 

 
 
 
 
 
 
(

評)
 

満
開
の
桜
と
、
風
に
靡
く
髪
、
も
う
こ
れ
だ
け
で
美
し
い
絵
で
す
。 



    

「
秀
逸
」
（
五
句
） 

 
 

風
に
舞
う
や
さ
し
い
花
に
母
想
う 

 
       

 
 
 

  

西 

畠 
 
 

悟 
  

（
評
） 

い
つ
も
一
緒
に
来
て
い
た
花
の
ま
わ
り
み
ち
、
風
に
舞
う
花
び
ら
に
、
や
さ
し
い
母
を 

 
 
 

重
ね
て
い
る
の
で
す
。 

 
 

声
の
ト
ー
ン
あ
げ
て
再
会
回
り
道 

     
 

 
  

飛 

田 

要 

司 

 

（
評
） 

花
の
ま
わ
り
み
ち
で
偶
然
の
再
会
、
懐
か
し
さ
と
喜
び
が
、
声
の
ト
ー
ン
に
出
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

苦
も
哀
も
一
刻
忘
れ
花
に
酔
う 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
斉 

藤 

千
恵
美 

 

（
評
） 

美
し
い
桜
の
下
で
趣
味
の
仲
間
と
の
話
が
弾
み
ま
す
。
や
す
ら
ぎ
の
一
刻
で
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

琴
の
音
に
故
人
の
声
を
聞
く
サ
ク
ラ 

 
 

 
 
 
 

 

吉 

川 

美
佐
子 

 

（
評
） 

花
の
ま
わ
り
み
ち
に
琴
の
音
が
響
き
ま
す
、
そ
の
琴
の
音
に
友
の
声
を
重
ね
て
い
る
の 

で
す
。 

  
 
 

 

桜
見
て
空
を
見
上
げ
て
孫
を
抱
く 

 
 

 
 

髙 

橋 

貞 

夫 
 

（
評
）
桜
、
空
、
孫
、
一
連
の
動
作
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
明
る
い
で
す
。 

    



 佳 

作 
 
(

十
八
句)

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過
ぎ
去
り
し
淡
い
想
い
と
葉
桜
と 

 
 

 
 

清 

水 

和 

子 

車
座
に
な
っ
て
桜
を
浴
び
て
ま
す 

 
 

 
 

若 

山 

宗 

彦 
  

 

会
い
に
来
た
今
年
の
花
の
福
禄
寿 

 
 

 
 
 
 

 

正 

木 
 
 

巧 
 

子
を
抱
い
て
父
と
歩
い
た
桜
道 

 
 

 
 
 
 
 

新 

田 

久
美
子 

 
 

 

落
花
踏
む
幸
せ
も
あ
り
ま
わ
り
み
ち 

 
 

 
 

吉 

川 

徳 

子 
  

夫
の
名
を
呼
ん
で
み
ま
し
た
花
吹
雪 

 
 

 
 

小 

林 

ヒ
デ
子 

 

桜
観
る
優
し
い
気
持
ち
持
ち
帰
る 

 
 

 
 
 
 

 

山 

根 

ナ
ツ
エ 

 
 花

く
ら
べ
今
年
も
友
と
笑
い
合
う 

 
 

 
 

藤 

林 

直 

子 
 
 

 

ま
わ
り
道
八
重
の
向
こ
う
に
母
さ
が
す 

 
 

 

日 

名 

和 

之 
 

妹
と
並
ん
で
歩
く
花
の
道 

 
 

 
 
 
 
 

 
橋 

本 

正 

子 
 

 福
禄
寿
幸
せ
運
ぶ
ま
わ
り
み
ち 

 
 

 
 
 
 

 

兒 

玉 
あ
り
さ 

 

桜
咲
く
母
と
二
人
で
夢
の
道  

 
 

 
 

 

村 

田 

和 
美 

 

楊
貴
妃
と
名
付
け
た
花
に
人
だ
か
り 

 
 

 
 

小 

西 

博 

子 
 

 花
豪
華
五
七
五
に
詠
み
切
れ
ず 

 
 

 
 

石 

橋 

康 

徳 
 

 

白
ピ
ン
ク
花
の
数
ほ
ど
笑
顔
咲
く 

 
 

 
 
 
 

 

野 

坂 

逸 

生 
 

 お
花
見
に
来
た
人
み
ん
な
写
真
取
る 

 
 

 
 

浅 

倉 

美 

裕 
 

 
 

 
 

桜
道
美
女
と
歩
い
て
楽
し
い
な 

 
 

 
 
 
 
 

 

山 

口 
 
 

厚 
 

 最
終
日
散
り
行
く
桜
の
い
と
お
し
さ 

 
 

 
 

小 

原 

昭 

夫 

 
 
 
 
 

選 

者 

吟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

福
禄
寿
の
ま
る
さ
の
中
に
い
る
ひ
と
り 

 
 
 

小 

島  

蘭 

幸 


